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リサーチ・プロジェクトの目的

研究成果の概要(800字以内):

研究成果:
別紙((成果報告書(研究成果一覧))に記入

その他、研究成果として特記すべき事項:

(適宜拡大)

GRIPS-UI joint research on building a natural disaster risk management system for the resilient society

レジリエントな社会構築のための自然災害リスク管理システムに関するGRIPS-UI共同研究

（１）東日本大震災に対する被害状況調査として、東北地方を中心に、全国の各種企業がどのような対応、対策をとっているかについて、深層面接法（IDI）に基づくサーベイ調査を
行った。本調査は自然災害に対して、各企業がどのような経験をし、それを将来に生かしているかについて、損害状況、資金援助、事業再開手段を聞き出すサンプリング調査であ
る。これらの研究成果をまとめ、合同のワークショップを開催した。また本共同研究プロジェクトのインドネシア側研究チームは、研究成果を学術論文として刊行した。
（２）わが国とインドネシアにおける過去100年余の地震と津波の発生状況を、統計データを用いて分析した論文を刊行した。発生頻度、死者被害者数に関して、1900年から2012年
にかけての期間を3期に分割してその傾向と特徴の比較分析を行った。
（３）エネルギー需給問題に関する研究課題として、特に電力部門に注目し、インドネシアにおける電力供給計画に対する数理モデル分析によってその評価を行う論文を作成し、エ
ネルギー消費と経済成長、CO2排出量との関連分析を行い、論文を刊行した。本論文においては、米国、中国とわが国のエネルギー消費とCO2排出量に関する関係と特徴を経済
成長と関連付けて論じた。
（４）本共同プロジェクトの研究成果を発表するために、ワークショップを開催し、成果を“International Workshop on the Resilience and Safety of Modern Social Systems”, Grant-in-
Aid for Scientific Research (B) No.25282091, National Graduate Institute for Policy Studiesとして刊行した。

本共同研究は、日本とインドネシアが地震、津波といった自然災害による被害をできるだけ少なくするためにはどのような公共政策が必要とされるかについての知見を得ることを主要
な目的とする。より具体的には、本共同研究の目的は以下の5課題である。
i) 日本とインドネシアで発生した大きな地震、津波に対して過去100年程度の発生頻度被害状況、地域的特性等を明らかにする。
ii) 上記i)の課題に対して両国の特徴の解明と比較分析を行なう。
iii) 両国における地震、津波に対する防災、減災のための政策の策定と実施に関して政策課題を明らかにする。
iv) 両国における地震、津波に対する防災、減災のための政策に加えて、危機管理対応策、復旧・復興政策の策定と実施に関して政策課題を明らかにする。
v) 地震、津波を対象とした自然災害リスク管理システムの構築とともに、防災・減災政策の評価とその改善策に対する政策分析を行なう。
　上記の本共同研究の目的に関しては、申請者らが既にこれまでに部分的に実施し、それなりの成果を上げているものもある。本共同研究では、これらの成果を踏まえつつ上記目
的の達成に努める予定である。
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2015 1 - 24 1
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Lenny S.,
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International Journal of Disaster Risk
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International Journal of Disaster Risk
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Investigating Major Factors to Affect Human
Casualties and Reviewing Recovery Policyes of
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Proceeding of International Symposium on
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Investigating Economic Growth and Energy
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Review of Indonesian Economic and
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targets in China

Journal of Asian Public Policy Vol.4 No.3 2011 279 - 306 1
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研究発表会

2014/8/28 北海道科学大学
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